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はじめに

２１世紀以降，レジリエンスという言葉は心理学の世界ではすっかり定着
してきたようである。仁平(')によれば，心理学の国際文献データベースで
"Resilience"もしくは"Resiliency''を扱った文献を検索したところ,１９９０

年までで320件だったものが，2000年では2,000件を越え,2010年には
10,000件に近づき,2014年５月では15,000件に迫るほどだという。
レジリエンスという概念が注目されてきた背景には,1998年以降に，ア

メリカ心理学会がポジティブ心理学を提唱してきたことも大きい。それまで
の心理学研究の多くでは，ネガティブで病理的な側面が注目されてきた。そ
れに対し，当時のアメリカ心理学会会長であったSeligman,M.E.Pは，よ
り健康で幸福を目指す心理学を提唱した。主観的幸福感やハピネス，自尊感
情といった他の多くのポジティブな概念とともに，レジリエンスもポジティ
ブ心理学の流れの中でより注目されるようになっていったのである。
またアメリカ心理学会(AmericanPsychologicalAssociation;APA)は

９.１１のアメリカ同時多発テロ事件を受けて,2002年に"Theroadto
resilience"と題した記事を発表した(2)。後に説明するようにレジリエンス
という概念は，落ち込んだ状態からの回復を意味する。ダメージを受けたア
メリカそして人々が回復する様子をレジリエンスになぞらえ，学会がこの概
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困難･脅威を
もたらす出来
事の生起

図ｌレジリエンス・プロセスの概念図（小塩２0１２より）

木に瞼える

レジリエンスの様子は,１本の木にたとえられることがある(5)。荒野に１
本の木が立っている様子を想像してみる。嵐になり，強風がその木に吹きつ
けるとき，その木はどのような対処をとることができるだろうか。以下，小
塩(2011)を再構成しながら説明したい。
第１に，どのような強風であっても動じないような，強靭な木になること

である。これは，ハーディネス(Hardiness)という概念(6)に相当するたと
えである○ハーデイネスは，ストレス状況下でも心理．身体的な健康状態を
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じるが，対人関係そのものもストレスの原因となる可能性がある(9)。ストレ
スに対して何らかの対処を行うことを，ストレス対処行動（ストレスコーピ
ング）という。そして，対人関係において生じたストレスフルなイベントで
ある対人ストレスイベントに対する対処行動のことを，対人ストレスコーピ
ングという。この対人ストレスコーピングの内容を検討した研究による
と(10),次の３つに分けることができる。それは，積極的に肯定的な人間関係
を成立・改善・維持するために努力するポジティブ関係コーピング，人間関
係を積極的に放棄・崩壊させようとするネガティブ関係コーピング，人間関
係を軽視し問題から回避しようとする解決先送りコーピングである。これら
3つの対人ストレスコーピングの特徴を検討したところ(ll)(12)(13),ポジテイ
ブ関係コーピングは友人関係満足感に関連するなど，良好な結果につながる
傾向が見られた。それに対してネガテイブ関係コーピングについては，友人
関係満足感を低めたり，心理的ストレス反応につながったりするなど，良好
ではない結果へと至る傾向が見出された。その一方で，解決先送りコーピン
グは友人関係満足感を高め，心理的ストレス反応を低め，情緒不安定性と負
の関連を示すなど，比較的望ましい結果を示すことが見出されている。解決
先送りコーピングは，ストレスフルなイベントを気にしなかったり，対処を
後回しにしたりする，いわば消極的なストレスへの対処方略である。このよ
うな消極的な対処方略であっても精神的健康に寄与することを，これまでの
研究は示唆している。
第５に，あまりの強風で木が折れてしまったとしても，そこからより強靭

かつ柔軟な木が再度生えてくることもあるだろう。これは図ｌでいえば，
(d)においてそれ以前よりも良好な精神的健康状態へと至ることを意味す
る。たとえば心的外傷後成長(PosttraumaticGrowth;PTG)という概念
は，危機的な出来事や困難な経験との精神的なもがき．闘いの結果生ずる，
ポジティブな心理的変容の体験を表わす概念である(14)｡PTGの評価には
PTG尺度(PosttraumaticGrowthlnventory)が用いられるが(15),pTGには
次の５つの要素があるとされている。
(1)他者との関係：人に対してより思いやりの心をもつなどの変容。
（２）新たな可能性：その経験なしではありえなかったような新しい道筋が

見出されるなどの変容。
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1０特集成人力と生涯学習

なく，広く社会全体にも存在するものがあると言うことができる。

資源の認知と活用

レジリエンスを規定する要因を，資源という観点から検討した研究があ
る('9)。この研究では，自分や周囲にある資源を自分が持っていると認知す
ることを意味する「資源の認知」と，その資源をうまく活用することを意味
する「資源の活用」に分類した。加えて，資源の所在を「個人内資源」と
｢環境資源」に分類している。これらを組み合わせると,(1)個人内資源の
認知，（２）個人内資源の活用，（３）環境資源の認知，（４）環境資源の活用，
の４つの資源のあり方を想定することができる。
(1)個人内資源の認知は，自己効力感や自己信頼感，柔軟性といった心理

的特性を自分自身がどの程度有しているかを認識することを意味する。一方
で（２）個人内資源の活用は，認知された個人内資源を実際にどの程度，ど
のように活かすことができるかという認識のことを指す。また，（３）環境資
源の認知は，周囲の人々からのサポートが得られるかなど，対人関係上の環
境資源が取り上げられている。そして（４）環境資源の活用は，認知された
環境資源をどのように生かしていくかという認識を意味する。
資源という観点からレジリエンスを考えた時には，個人内の特性だけでな
く環境にも目を向ける意義が出てくる。また，環境要因を認知し，さらに積
極的にその要因を活用していくという観点は，環境要因が外から与えられる
ものだけではなく，自ら積極的に求め，利用していく可能性を示唆している。

資質的要因と獲得的要因

平野(2010)は，レジリエンスを導く要因を，先天的なもの（資質的要因）
と後天的なもの（獲得的なもの）に分ける実証的研究を行った(20)。この研
究ではまず，国内外の様々なレジリエンス要因を分類し，類似概念をまとめ
た。その内容は，表３のように，大きく「ソーシャルスキル」「コンピテンス」
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